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（
質
問
の 

一
七
） 

答

弁

第

一

七

号 
   

衆
議
院
議
員
榊
利
夫
君
提
出
大
都
市
で
の
経
済
地
盤
沈
下
地
域
の
産
業
振
興
と
中
小
企
業
対
策
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
三
第
一
七
号 

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
九
日 

衆

議

院

議

長 
福 

田 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

鈴 

木 

善 

幸 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
榊
利
夫
君
提
出
大
都
市
で
の
経
済
地
盤
沈
下
地
域
の
産
業
振
興
と
中
小
企
業
対
策
に 

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

全
国
の
製
造
業
に
占
め
る
東
京
都
二
十
三
区
の
出
荷
額
、
従
業
者
数
の
割
合
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ 

う
な
中
に
あ
つ
て
、
中
小
企
業
の
割
合
は
、
大
企
業
と
比
較
し
て
相
対
的
に
高
ま
つ
て
い
る
。 

御
指
摘
の
城
南
地
域
（
大
田
区
、
品
川
区
）
の
製
造
業
に
つ
い
て
、
そ
の
出
荷
額
の
伸
び
を
み
る
と
、
昭
和
四

十
八
年
と
昭
和
五
十
年
と
の
比
較
で
は
東
京
都
二
十
三
区
の
伸
び
を
下
回
つ
て
い
る
も
の
の
、
昭
和
五
十
年
と 

昭
和
五
十
四
年
と
の
比
較
で
は
東
京
都
二
十
三
区
の
伸
び
を
上
回
つ
て
い
る
。
業
種
別
に
み
る
と
、
昭
和
五
十 

年
と
昭
和
五
十
三
年
と
の
比
較
に
お
け
る
城
南
地
域
の
機
械
器
具
製
造
業
及
び
金
属
製
品
製
造
業
の
出
荷
額
の 

伸
び
は
、
城
南
地
域
の
製
造
業
全
体
の
伸
び
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
も
の
と
な
つ
て
い
る
。 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

更
に
、
各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
下
請
企
業
振
興
協
会
に
よ
り
異
業
種
の
下
請
企
業
の
共
同
受
注
体 

制
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
き
め
細
か
な
下
請
企
業
対
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い 

り
た
い
。 

中
小
企
業
は
、
大
都
市
地
域
を
含
め
地
域
経
済
に
お
い
て
生
産
活
動
等
の
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お 

り
、
今
後
と
も
安
定
的
な
発
展
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。 

政
府
は
、
地
域
中
小
企
業
対
策
と
し
て
、
従
来
か
ら
特
定
不
況
地
域
中
小
企
業
対
策
及
び
産
地
中
小
企
業
対 

策
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
い
て
は
、
各
都
道
府
県
で
地
場
産
業
の 

県
別
実
態
調
査
等
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
、
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
つ
つ
施
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た 

 

い
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

我
が
国
の
過
密
・
過
疎
を
同
時
に
解
消
し
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
工
業
の
地
方
分
散
は
促 

進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
工
業
再
配
置
政
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
企
業 

の
自
発
的
な
地
方
立
地
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。 

工
場
共
同
利
用
事
業
制
度
を
推
進
す
る
上
で
、
用
地
の
確
保
に
困
難
が
伴
う
場
合
に
は
、
公
有
地
を
活
用
す 

る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
方
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
都
道
府
県
等
の
地
方
公
共
団
体
の 

自
主
的
判
断
に
委
ね
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

都
市
内
に
お
け
る
住
工
共
存
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
自
治
体
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
住
み 

よ
い
街
づ
く
り
の
観
点
か
ら
対
処
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 

現
行
の
工
場
共
同
利
用
事
業
制
度
に
係
る
償
還
期
間
の
延
長
等
に
つ
い
て
は
、
本
制
度
が
既
に
優
遇
さ
れ
た 

制
度
で
あ
る
の
で
、
更
に
そ
の
拡
充
・
強
化
を
図
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

五 

 



五
に
つ
い
て 

こ
の
ほ
か
、
下
請
取
引
の
適
正
化
に
つ
い
て
普
及
啓
蒙
を
図
る
な
ど
違
反
行
為
の
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め 

て
お
り
、
下
請
取
引
を
公
正
に
す
る
た
め
、
取
締
り
及
び
予
防
の
両
面
に
わ
た
つ
て
万
全
を
期
す
る
よ
う
に
し 

て
い
る
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
職
務
に
従
事
し
て
い
る
職
員
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
い
て
専
任
検
査
官
三
名
の
増
員 

を
図
り
、
現
在
、
公
正
取
引
委
員
会
及
び
中
小
企
業
庁
合
わ
せ
て
約
百
二
十
名
で
あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
他 

か
ら
も
応
援
す
る
と
い
う
体
制
を
と
つ
て
い
る
。 

公
正
取
引
委
員
会
及
び
中
小
企
業
庁
は
、
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
に
基
づ
き
、
昭
和
五
十
四
年
度
に 

お
い
て
約
六
万
件
の
調
査
を
行
い
、
う
ち
約
二
千
四
百
件
に
つ
い
て
改
善
指
導
等
を
行
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、 

昭
和
五
十
五
年
度
に
お
い
て
は
約
七
万
件
の
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

都
道
府
県
へ
の
権
限
委
譲
に
つ
い
て
は
、
下
請
取
引
の
実
態
等
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る 

六 

 



 

七 

と
考
え
る
。 

六
に
つ
い
て 

相
続
税
の
課
税
最
低
限
、
負
担
水
準
に
つ
い
て
は
、
先
般
の
税
制
調
査
会
の
「
財
政
体
質
を
改
善
す
る
た
め 

に
税
制
上
と
る
べ
き
方
策
に
つ
い
て
の
答
申
」
に
お
い
て
「
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
相
続
税
の
負
担
を
軽
減
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
、
考
え
て

い
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 

 




